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 (円／m3)

県 長級 当月
前年
同月

前年
同月比

３m材 12,000 13,500 89%
４m材 12,000 16,000 75%
３m材 16,415 18,443 89%
４m材 16,663 15,900 105%
３m材 16,333 16,833 97%
４m材 17,000 15,333 111%

○2月のスギ丸太価格

徳島県

愛媛県

高知県

Ⅰ管内における主な原木市場・共販所の状況
１ｰ(1) 丸太価格の推移（スギ、径14cm～16cm 長３m材・４ｍ材）

四国森林管理局調べ １



１ｰ(2)丸太価格の推移（スギ、径18cm～22cm 長３m材・４ｍ材）

四国森林管理局調べ

令和４年は、小幅な上げ下げがあるものの概ね横這いで推移し、年間を通して
高い水準が続いた。

スギ丸太価格は、前年同月比９６％から１０１％で推移。
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 (円／m3)

県 長級 当月
前年
同月

前年
同月比

３m材 16,000 16,000 100%
４m材 17,700 17,700 100%
３m材 17,433 18,203 96%
４m材 17,637 17,530 101%
３m材 16,500 16,500 100%
４m材 17,667 17,667 100%

高知県

○2月のスギ丸太価格

徳島県

愛媛県



 (円／m3)

県 長級 当月
前年
同月

前年
同月比

３m材 19,722 25,500 77%
４m材 21,803 31,533 69%
３m材 18,167 27,000 67%
４m材 21,333 33,333 64%

○2月のヒノキ丸太価格

愛媛県

高知県

１ｰ(3)丸太価格の推移（ヒノキ、径14cm～16cm 長３m材・４ｍ材）

令和４年は、年明け直後から４ｍ材の下落も顕著となり、４月には３ｍ材との
価格差はなくなった。その後も３・４ｍ材ともに下落傾向で推移し、１０月に
は令和２年同時期の水準まで下落。
令和５年は１月に入り、好調な引き合いもみられるようになり、僅かに上昇す
るなど持ち直しつつある。

のヒノキ丸太価格は、対前年比６４％から７７％で推移。

四国森林管理局調べ 3



 (円／m3)

県 長級 当月
前年
同月

前年
同月比

３m材 18,867 26,233 72%
４m材 20,333 28,333 72%
３m材 18,667 25,000 75%
４m材 21,000 27,333 77%

高知県

○2月のヒノキ丸太価格

愛媛県

１ｰ(4)丸太価格の推移（ヒノキ、径18cm～22cm 長３m材・４ｍ材）

四国森林管理局調べ 4

令和４年は、年明け後も下落傾向が続き、７月からは一段と下げ幅が拡大した
が、１０月に入り下げ止まりがみられ４ｍ材を中心に価格の落ち着きがみられ
たものの価格は低い水準となった。
令和５年は１月に入り、特に４ｍ材の引き合いがよくなっており、僅かながら
上昇するなど持ち直しつつある。

のヒノキ丸太価格は、対前年比７２％から７７％で推移。



２ｰ(１) 丸太取扱量の推移（愛媛県）

四国森林管理局調べ

入荷状況は、積雪の影響があったものの概ね順調。久万地区では、２月は積雪の影響もなくなり大幅に増加。
買方の動向は、引き合いがあり好調。
材の引き取り状況は、スギ・ヒノキともに良好。
先行きは、エネルギー高・物価高騰の中、不透明。

５

Ⅰ管内における主な原木市場・共販所の状況



２ｰ(２) 丸太取扱量の推移（高知県）

四国森林管理局調べ

入荷は、年末から１月の寒波の影響で１月出材予定分が２月に遅れた市場があるものの、概ね横這いで推移。
樹種割合はヒノキの出材が多い傾向。
材の引き取りは順調に推移。
先行き３月の出材は減少するのではと予想。

６



資料：農林水産省｢製材統計｣

１．県別の製材用素材の入荷量及び在庫量の推移（令和２年 ～令和４年)

製材用素材の入荷量は、令和４年は４月頃から高知県で大きな変動がみられるものの概ね例年並みで推移した。
在庫量は、令和４年は５月頃から減少傾向となったものの年末には若干増加した。
特に愛媛県では前年同期より高い水準が続く。

７



資料：農林水産省｢製材統計｣

２．県別の製材品の出荷量及び在庫量の推移（令和２年～令和４年)

製材品の出荷量は、令和４年秋頃に増加傾向が見られたが、年末からは再び減少傾向が見られ、各県ともに昨年同期よ
り低い水準となった。
在庫量は、令和４年も増加傾向が続く中、１０月以降はやや減少が見られたが、依然として高止まり状態が続いており、
各県ともに前年同期より高い水準が続く。

８



国産材製品の相場（愛媛県）令和5年2月 円／m3

スギ 柱３m×105㎜角KD特等 85,000 105,000 81%
スギ 柱３m×120㎜角KD特等 - 95,000
スギ 間柱３m×105×30㎜角KD特等 85,000 95,000 89%
ヒノキ 柱３m×105㎜角KD特等 87,000 130,000 67%
ヒノキ 柱３m×120㎜角KD特等 87,000 125,000 70%
ヒノキ 土台４m×105㎜角KD特等 90,000 135,000 67%
ヒノキ 土台４m×120㎜角KD特等 90,000 130,000 69%

前年
同月比

前年
同月

当月品目

３．製材品価格の推移

資料：日刊木材新聞

国産材への代替需要の高まりも令和４年に入り、ヒノキ製品は春先から、スギ製品は９月頃から相場の下落が見られる。ま
た、スギとヒノキの価格差も殆どなくなっている。
最近は、構造材の中でも土台角には他の樹種との比較で割安感があり、引き合いが見られるが、柱や間柱についてはＷウッ
ドや集成材との競合で売りづらい様子。

９



Ⅲ全国の丸太価格の動向
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資料：国土交通省｢住宅着工統計｣

四国における2021年の木造住宅着工戸数は14,194戸、2020年（13,640戸）からは増加したが、2019年には届かなかった。
2022年の木造住宅着工戸数は13,213戸（前年比93.1％）となり、過去１０年間で最も低い着工戸数となった。
県別では、徳島県2,239(前年比94.2％)、香川県3,772(同94.1％)、愛媛県5,011(同88.3％)、高知県2,191(同102.7％)で、高
知県を除き前年を下回った。

Ⅳ住宅着工戸数

１四国における木造住宅着工戸数の推移
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２全国の住宅着工戸数の推移（2018年１月～2022年12月）

13



（資料２）

（調査月 令和４年10月～令和５年１月）

　　【ヒノキ中丸太】

（調査月 令和４年10月～令和５年１月）

　　【ヒノキ中丸太】

〔判断基準・指標〕

　　　○

（調査月 令和４年10月～令和５年１月）

　　　○ 　　【ヒノキ中丸太】

（調査月 令和４年10月～令和５年１月）

　　【ヒノキ中丸太】

（調査月 令和４年10月～令和５年１月）

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。　　【愛媛県・高知県】

（エ）木材価格の２ヶ年平均価格比における逸脱の有無

　　【スギ中丸太】

　　【スギ中丸太】

（オ）製材用素材の在庫率における逸脱の有無

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。

・ １２月以降定常範囲に戻った。

　「定常範囲を逸脱する動き」について

（イ）木材価格の前月比における下落（上昇）の継続（５ヶ月以上）

　　【スギ中丸太】

分析結果

　　【徳島県・愛媛県】

（ア）木材価格の前月比における逸脱の有無

　　【スギ中丸太】

（ウ）木材価格の前年度同月比における逸脱の有無

　四国森林管理局国有林材供給調整検討委員会運営要領（平成２
５年７月３０日付け25四資第１９号）の２の（ア）から（オ）に
係る確認

　使用データは、農林水産省の「木材価格」・「製材統計」を使用

　過去10年間の月別データを基に、平均と標準偏差から９５％の信
頼区間を算出し、その区間を逸脱するか否かを確認

・ １０月に定常範囲を逸脱したが、１１月以降は定常
範囲に戻った。

・ 定常範囲を逸脱した動きはなし。

・ １２月に上昇に転じており、５ヶ月未満。

・ １１月以降は５ヶ月以上連続した下落となってい
る。



○

1

10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月

注１）　数値の赤字は定常範囲を逸脱しているものである。

注２）　木材価格データは農林水産省の「木材価格統計」を使用し、算出したものである。

2

10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月 10 月 11 月 12 月 1 月

注１）　数値の赤字は定常範囲を逸脱しているものである。
注２）　木材価格データは農林水産省の「木材価格統計」を使用し、算出したものである。

3 　製材用素材の在庫量

10 月 11 月 12 月 1 月

製材用素材（徳島・愛媛） 1.20 1 .31 1 .41 1 .37

製材用素材（愛媛・高知） 1.29 1 .24 1 .41 1 .33

注１）　数値の赤字は定常範囲を逸脱しているものである。

注２）　在庫率のデータは農林水産省の「製材統計」を使用し、算出したものである。

1.58 0.88

逸脱上限値 逸脱下限値
素材の在庫率

1.88 0.81

逸脱下限値 逸脱上限値 逸脱下限値

9.15% -9 .50% 40.30% -40 .98% 30 .09% -32.48%

逸脱上限値 逸脱下限値 逸脱上限値

逸脱上限値 逸脱下限値 逸脱上限値 逸脱下限値

-5.91% 21.79% -20 .28% 17 .52% -16.70%

丸太価格、在庫率の変動

　スギ中丸太価格　（徳島県・愛媛県）

スギ中丸太
（径級１４～２２㎝）

（長級3.65～4.00ｍ）

前　月　比　（％） 連続上昇・連続下落　（月）

逸脱上限値

5.89%

逸脱下限値

２ヶ年平均価格比　（％）

-6.05% -5 .81% -1 .51% -1 .18% -4 -5 -6 -7

前年同月比　（％）

-9.29% -13.78% -11.52% -10.70% -3 .80%

前　月　比　（％） 連続上昇・連続下落　（月） 前年同月比　（％） ２ヶ年平均価格比　（％）

-9.82% -10.52% -10.43%

　ヒノキ中丸太価格　（愛媛県・高知県）

-39.43%
ヒノキ中丸太

（径級１４～２２㎝）
（長級3.65～4.00ｍ）

-9.28% -8 .81% 1.57% 3 .77% -5 -6 1 2 -49.67% -49.55% -36.53% -27.31% -31.99% -31.90% -29.20%


